
             
                                    

今
年
も
よ
ろ
し
く 

‼ 

大
宮
駅
で
待
ち
合
わ
せ
て
い
る

と
、
ま
ば
ら
に
着
物
姿
で
身
を
包

ん
だ
若
い
女
性
た
ち
が
目
に
入
る
。 

午
前
９
時
４
５
分
、
史
跡
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
６
人
が
元
気
に
姿

を
現
し
た
。
め
い
め
い
に
新
年
の
あ

い
さ
つ
を
し
た
あ
と
、
JR
京
浜
東

北
線
に
乗
っ
て
、
田
端
駅
を
目
ざ

し
た
。
車
内
で
は
、
『
年
末
年
始
中

に
お
せ
ち
を
食
べ
す
ぎ
た
。
』 

と

か
、
『風
邪
を
ひ
い
て
寝
込
ん
だ
。
』

と
か
、
『
年
の
初
め
に
伊
勢
方
面
に

旅
行
し
た
』
『
孫
が
正
月
に
遊
び
に

来
た
』等
々
の
話
題
で
賑
わ
っ
た
。  

目
的
地
の
JR
田
端
駅
に
着
い
た
。

駅
前
北
口
広
場
に
は
、
私
た
ち
と

同
じ
よ
う
な
、
七
福
神
め
ぐ
り
の

団
体
や
、
カ
メ
ラ
を
抱
え
た
人
、
七

福
神
め
ぐ
り
の
地
図
を
見
て
い
る

人
な
ど
で
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
人
出

は
意
外
と
少
な
い
よ
う
に
思
え
た
。 

東
京
で
一
番
古
い 

七
福
神
め
ぐ
り 

谷
中
七
福
神
め
ぐ
り
は
江
戸
時

代
か
ら
現
代
ま
で
、
多
く
の
人
々

が
行
き
交
っ
た
東
京
で
一
番
古
い

七
福
神
め
ぐ
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

行
程
は
次
の
と
お
り
だ
。 

※
『
谷
中
七
福
神
め
ぐ
り
』
の
行
程 

JR

田
端
駅→

➀
東
覚
寺(

福
禄

寿)

↓
②
青
雲
寺(

恵
比
寿
、
花

見
寺)→

③
修
性
院(

布
袋
尊)→

④
長
安
寺(

寿
老
人)

⑤
↓
天
王

寺(

毘
沙
門
天)→

➅
護
国
院(

大

黒
天)→

⑦
不
忍
池 

弁
天
堂(

弁

財
天)

→

JR

上
野
駅 

 

約
3
時

間(

6
㎞) 

七
つ
の
お
寺
を
め
ぐ
っ
て
、 

参
加
者
全
員 

満
願
成
就 

田
端
駅
北
口
か
ら
左
折
、
500
メ

ー
ト
ル
（
徒
歩
5
分
）
、
最
初
に
お

参
り
す
る
、
東
覚
寺
（
福
禄
寿
）
だ
。 

お
寺
入
り
口
右
側
の
不
動
堂
前

の
一
対
の
仁
王
像
は
「
赤
紙
仁
王
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
病
の
あ
る
身

体
と
同
じ
部
位
に
赤
紙
を
貼
っ
て

祈
願
す
る
と
、
病
気
が
治
る
と
も
。

病
気
が
癒
え
た
人
は
、
わ
ら
じ
を

奉
納
す
る
の
が
な
ら
わ
し
と
か
。 

山
門
を
入
っ
て
右
手
で
、
甘
酒

が
振
舞
わ
れ
て
い
た
。
寒
い
身
体

を
温
め
て
く
れ
て
、
有
難
か
っ
た
。 

こ
こ
か
ら
1
キ
ロ(

11
分)

歩
い

て
青
雲
寺
（
恵
比
寿
）
。
つ
づ
い
て

１００
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
た
修
性
院

（
布
袋
尊
）
は
靴
を
脱
い
で
ご
本
堂

に
上
が
る
。
次
が
、
お
寺
か
ら
７００

メ
ー
ト
ル(

13
分)

ほ
ど
歩
い
て
長

安
寺
（
寿
老
人
）
、
靴
を
脱
い
で
ご

本
堂
に
。
次
は
、
谷
中
霊
園
を
通

り
、
天
王
寺
（
毘
沙
門
天
）
、
境
内

に
は
大
仏
が
鎮
座
し
て
い
る
。 

そ
こ
か
ら
１
キ
ロ
弱(

１７
分)

ほ

ど
で
、
護
国
院
（
大
黒
天
）
。
寛
永

寺
最
初
の
子
院
に
あ
た
る
。
上
野

公
園
内
を
通
っ
て
、
最
後
の
寺
が
、

不
忍
池
弁
天
堂(

弁
財
天
）だ
。 

お
正
月
の
青
空
の
下
、
下
町
情

緒
漂
う
谷
中
の
街
。
七
つ
の
お
寺

を
巡
っ
て
全
員
、
満
願
成
就
だ
！ 

五
輪
イ
ヤ
ー
幕
開
け
。
史
跡
ク

ラ
ブ
も
活
動
の
始
ま
り
だ
ぁ
～
‼ 
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の
ん
び
り
と 

谷
中
の
街 

散
歩 

 

新
し
い
年
を
迎
え
た
最
初
の
日
曜
日(

５
日)

。
史
跡
ク
ラ
ブ
は
今
年
最

初
の
「
史
跡
め
ぐ
り
」に
選
ん
だ
地
は
、
『
東
京
・谷
中
七
福
神
め
ぐ
り
』だ
。 

お
よ
そ
二
五
〇
年
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
江
戸
最
古
の
七
福
神
め
ぐ

り
。
他
の
七
福
神
は
神
社
も
入
る
が
、
谷
中
七
福
神
は
寺
院
だ
け
だ
。 

地
域
は
、
東
京
都
台
東
区
・
荒
川
区
・北
区
に
点
在
す
る
七
寺
院
に
祀
ら

れ
る
七
福
神
の
巡
礼
札
所
が
対
象
だ
。
信
仰
心
の
薄
い
私
た
ち
に
と
っ
て

は
、
正
月
中
の
運
動
不
足
を
解
消
す
る
、
楽
し
い
小
旅
行
に
等
し
い
か
？ 

江
戸
の
下
町
情
緒
残
る
谷
中
の
街
。
ゆ
っ
く
り
・
の
ん
び
り
と
歩
い
た
。 

～次回の予定～ 

◇開 催 日  
3月13日(金) 

◇行事内容 

花咲く 春の懇親会 

 

※ 史跡クラブでは、 

共に活動する仲間を、  

いつでも募集中です。 

最初の寺、東覚寺(福禄寿) 

 

七番目の寺  不忍池弁天堂(弁財天） 


